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 要  旨 
 人間の運動，動作には変動やバラツキがあることが経験的に知られている．現在までのバイオ
メカニクス研究では，変動の特性を周波数分析などの手法で研究しているが，通常，バラツキや
変動には測定誤差が混在していると考え，除去することが多い．しかし，スポーツでは動作のバ
ラツキが少ないことが習熟度を反映すると経験的に知られており，本研究では動作の変動性に注
目することにした．実際に，変動性が小さいことは動作の再現性が高いことを示すという報告も
されている（阿江，2005; Winter，1983; Ferrario，1995）． 
 また，走動作についての研究は多数あるが，それらは主に 1 サイクル（例えば，右足接地から
次の右足接地まで）のみを分析区間とする方法や連続しない複数サイクルを分析し，その平均や
中央値を被験者の代表値とする手法がとられている．長距離走においては長時間にわたる動作の
変化（もしくは維持）がランニングパフォーマンスに大きく影響するが，このような分析方法で
は連続する複数サイクルにおける動作の変動性や走行時間経過に伴う走動作の変化について言及
することができない．長距離走においては時間経過に伴う走動作の変化がランニングスキルや経
済性に影響を与えていると推測されることから，長時間走行中の動作の変化を明らかにすること
は 1 サイクルの動作分析と同様に重要であると考えられる．これまで，連続する多サイクルを分
析することは大変な人的労力がかかるということから，1 サイクルのみの動作分析が主流であっ
たが，映像の２値化を行うなどの手法により人的労力が大幅に減少できるようになったため，連
続した多数のサイクルを分析することが可能になった． 
 そこで，本研究では日頃から長距離走トレーニングを行っている 10 名の被験者を対象とし，
一定負荷下で長時間走行中の連続した複数サイクルの二次元動作分析を行い，走行時間経過に伴
うストライド特性や下肢キネマティクス，キネティクスの変化について検討を行った． 
 その結果，走行時間経過にともないストライド長の増大，ストライド頻度の減少がみられ，支
持期時間と遊脚期時間は増大する傾向がみられた．キネマティクスについては股関節および膝関
節の屈曲を増大させること，キネティクスについては遊脚期の股関節および膝関節の貢献度にお
いて，変化の傾きが急激に変化する時点が存在することがわかった．以上のことから，今後さら
なる検討により一定負荷で走運動中の走動作の変化時点や，疲労状態を推測できる可能性が示唆
される． 
 
